
■第１回講座 利益無限大のトレード法、V ガンマトレードとは？ 

 

 

ご登録いただきありがとうございます 

 

この動画を見ることで、 

利益を無限大にするトレードを知ることができます。 

 

実績としては、2 ヶ月連続で資産を 

2 倍にしたという方法になります。 

 

たった 1 回のトレードで 100 倍になってしまったっていう方や、 

月に 2、3 回のトレードなんだけれども、 

300 万稼いでいるという方もいらっしゃいます。 

 

知っているか知らないかで大きく変わってきますので、 

ぜひ心して聞いてください。 

 

ちなみにこの方法というのは、イベントであったり、 

世の中でちょっとショックなようなことがね起きた時、 

というのも、この方法を知っていれば、 

それで 1000 倍になってしまったというような 

ことが可能になります。 

 

無限大に儲かるトレードの醍醐味を感じる方法となります。 

 

ぜひ楽しみにお聞きください。 

 

 

改めまして、自己紹介をさせていただきます。 

 

持田と申します。 

 

経歴はですね、慶應義塾大学法学部政治学科を卒業して、 

日本株のトレーダーとして野村證券に入社したのが 

私の職業人の最初になります。 

 

その後は金融マーケットの中でも 

デリバティブのものを扱ったりというようなこともして、 

それが今にもずっと至っているわけですが、 

なぜそのわざわざメッセージ学科の話をしたかというと、 

この国際政治を専攻したという話をするかというと 



かなり今、地政学的なリスクが高まっていて、 

とても世の中で地殻変動が起きてるなということを 

肌身で感じて、もうまさに自分が勉強してきたこと、 

そしてその後、仕事の中で金融マーケットと関わってきたことが、 

今、まさにダイナミックに展開していきそうな感じがしていて、 

もう毎日のようにですね、ドキドキしながら、 

今起こっている様々な地政学的なリスクを自分なりに分析したり 

ということを日々続けています。 

 

そして、今は何をしているかというとですね、 

ずっとその金融マーケットでなんとか自分で生きれないかな、 

と思ってやってきたことが実を結び、 

今は自分の会社を持って、投資教育をしたり専業のトレーダーをやったり、 

そして雑誌やゴラムなんかにも執筆をしたり、本も書いたり、 

塾の運営もしたりと、いろいろなことをやっていますが、 

共通しているのは、金融マーケットに関わっていっているということ、 

そしてもともとね、自分のルーツになっている、 

社会人になるルーツになっている国際政治の見ていく目というようなものが、 

まさに今展開している情報戦というか、インテリジェンス戦になっている 

この今の現在にちょうど合致しているし、 

本当にこうやって生きてきて良かったな、 

というふうに、今思っているところです。 

 

昔はそのマーケットと戦うという感じで 

PC の前に張り付きの状態でマーケットを見て、 

切った貼ったと頑張っていることの方が多かったんですけれども、 

今は取引のトレードのスタイルも変えたというのもありますけれども、 

まあワインを大変楽しむとか、あとは最近凝っているのはいけばですね、 

毎日のようにお花を生けてるんですけれども、 

本当に草花のこともすごくよくわかってきて、 

こんな風にいけたらいいとか、こんな生命力があるんだこの草花は、 

っていうことを発見するとかっていうことがあって、 

なかなかの楽しい日々を送ってますし、 

あと何といっても最後はね、 

生き残るために骨と筋力が大切だと思っているので、 

筋トレとスイミングを猛然と頑張っている、という日々なんですが、 

日頃はですね、ほとんど恵比寿とか広尾とか代官山というあたりの 

狭い生息地域をうろうろしながら、 

そんなお花に携わり、泳ぎという、 

そんな日々を送っています。 

 

 



さて、これは私がやった実績表になります。 

ちなみにこれはですね、毎月 50 万円を月初に投資資金として、 

リスクにさらしていいよ、という風にして毎月毎月付き合っています。 

 

公開してるのこの 2015 年の 1 月からなんですけれども、 

1 月のこの月初が 50 万円です、ということになった時に、 

これあの 3 万 4 千円儲かりましたということは、 

実際自分の手元に残ったお金は 53 万 4 千円ですけれども、 

次の 2 月の頭はこの 3 万 4 千円を抜けて、 

また 50 万円ということで、この月は 6 万 9 千 5 百円稼いだね、 

という感じで、全部この単利で運用した形の 

トレードをした結果の数字になります。 

 

あと、この実績をでわかると思うんですけれども、 

とにかく注目してほしいところは、 

この損失と利益のバランスの部分なんですよね。 

でも、ちろんこの 2 ヶ月で 2 倍続けてなってますよとかって 

いうこともありますが、もちろんこれ損失は出ている時もあります。 

でも、出てる時もまあ少ないことの方が多いですし、 

プラスになる時に、結構、かなりプラスになってますし、 

大きくマイナスが出た時も、結局その反動のようにですね、 

今度は逆にすごく大きく儲かるような時が訪れるっていう、 

そういう特徴を持ってる、そういう市場でトレードしている、 

っていう事なんですよね。 

 

例えば、2020 年の 3 月なんていうのは 

82.7%ですけれども、まさにコロナショックが起きた時ですよね。 

この時は世の中の大騒ぎとは関係なく、というか逆に、 

その大騒ぎしていることによって、 

揺れることによって 82.7%であったり、60.5%だったり 

という風に大きくプラスになったというようなことになっています。 

 

なので、大きくやられる時もありますが、 

その分必ずまた巻き戻しのように大き儲かる時があって、 

この 21 年の 5 月なんかも、98%ぐらい儲かってますし、 

例えば直近の例で言うと、この 2023 年の 4 月なんかがそうですが、 

これ結果的に 35.8%なんですけれども、 

これ実際はですね、教えるという目的もあったので 

これここまで下がっていますが、 

その 3 月にアメリカの銀行が破綻しましたよね。 

その破綻をしたということだけで利益を得られた時にはですね、 

これ実際 62%ぐらいまで本当はあったんです。 



ただ、教えるという目的もあったこともあって、 

結果的にそこの分も次にトレードしたことによって下がったんですが、 

まあ要は、アメリカの銀行破綻が起きたのが、 

そもそも話が出始めたのが木曜日で、 

実際にクローズになったのが金曜日で、 

土日の間に金融当局があっという間に動いて、 

そして問題が解決されるというね、一応全額保証されるということになって、 

アメリカの東の銀行と西日本銀行が 2 つ潰れましたけれども、 

一気にマーケットが空いていない間に 

破綻処理が済んだということで、すごく一期に終わった話なんですよね。 

 

要するに、ショックと言っても、 

もう誰もリーマンショックのようになるというような 

ことも言っていないほど、喉元過ぎればぐらいの感じになっていますが、 

このちょっとしたね、あのショックが起きただけでも、 

これだけプラスになるということは大きなショックが起きると 

凄まじくあの利益が伸びる可能性があって、 

実際リーマンショックの時とか、アジア通貨危機なんていうのが 

90 年代にありましたけれども、まあそういう時には 

1000 倍とかっていうことが実際に起きれてしまう、 

これはもちろんそれだけのリスクを取ればの話ですけれども、 

それも可能であるという、そういう市場ですし、 

そういうトレードであるということになります。 

 

これまでの教えた受講生の実績なんですけれども、 

だいたい延べ 1200 人ぐらいの方が受講をしています。 

1 回のトレードで、100 回、100 倍以上になっちゃったと言って 

喜びの狂気乱舞のお便りをいただいたりすることもありますが、 

年間で 1 千万円ぐらい儲かってるという方もいらっしゃいます。 

 

トレード時間についてですけれども、 

とにかくものすごく少ないです。 

基本は月に数回ですで、もうちょっと多くすることもありますが、 

後で説明するアプローチの仕方によっても、 

トレードの回数というのは変わってきますが、 

少なくとも 1 回にトレードをするトレード時間というのは 

本当に最初に言ったように 2 分ぐらいで、 

分析とかする必要もないですし、 

そもそも普通はね、投資をするって言った場合には 

分析が必要だったり、テクニカルで研究しなきゃいけないっていう風に 

思うかもしれませんけれども、 

全くその必要がないという、ダイレクトにバンと、 



マーケットに入っていけるという方法になるので、 

とっても時間がかからないなので、時間がかからない割に 

月に 2 倍になることもあるっていうのは、 

本当にかなり効率の良い手法になりますで、 

この手法は、V ガンマトレードと呼ばれるものですで、 

普通はこの投資をするって言った場合には、 

普通は値上がりをするということを期待して、 

安く買う、そして値上がりするのを待つ、 

っていうことになりますよね。 

そうすると、どこが安いのかなっていうことを 

考えなきゃいけないとか、いつ下がるのかなっていうことを 

考えなきゃいけなかったりっていう、 

やはりその分析をしなきゃいけないっていうことが 

必要になってくるわけですけれども、 

この V ガンマートレードというのは、 

そうしたその分析が必要ないだけではなく、 

そもそもトレードの方法としては、安いところで買って、 

高く売って儲かるっていうのもが基本ですけれども、 

その逆に、最初に高いところを最初に売っておいて安く買い戻して、 

その値幅を取るっていう方法もありますよね。 

一歩進めばデリバティブなんかでも 

よく行われている手法が行われるわけですが、 

その場合にも、やっぱり下に行くかどうかっていうのを 

当てに行かなきゃいけないわけですが、 

その必要が全くないんですよね。 

 

要するに、ショックが起きた時にはリスクを取るようになって 

1000 倍ぐらいになるというふうに言いました。 

ですけれども、結局ですね、このショックでなんでそんなに取れるかというと、 

結局このマーケットの揺れの部分っていうもので 

取っていこうとするのが基本ですなので、 

そのマーケットの増え方、揺れ方というので 

利益を上げているということになるので、 

相場が激しく動けば動くほど儲かるわけなんですよね。 

 

ということは、上に行くとか下に行くとかっていう予想をするのではなく、 

動くかどうかっていうことだけが肝になるので、 

まあそういう意味では、マーケットのことを知らない人の方がやりやすいですし、 

今ね、こう情報戦がメインになっているという風にも言いましたけれども、 

ちょっとしたその情報で、うわっと上に行ったり、下に行ったり動くっていうことが 

とても最近多いですよね。 

 



なので予測をするよりも、 

そうしたその揺れを取りに行くマーケットの感じというのが 

特にこれから先に、ずっとそういう場面が増えてくると思うので、 

手がけやすいというんですかね。 

特に株の知識とか経済の知識とかそういうものがなくても、 

むしろ普通の一般のニュースありますよね、 

そういったものでのアンテナさえあればあのいいということになりますし、 

この方法自体がもう完全に確立されている手法なので、 

受講生の再現可能性というのもとても高いものになります。 

 

イギリスのユーロを離脱した時とか、 

あとトランプ大統領が誕生した時とか、 

損益の中にもありましたけど、あのコロナショックの時とか、 

その前のチャイナショックなんていう時もありましたし、 

とにかく紐解けば後になると、なんたらショックという名前の 

つくようなものがいっぱいあると思いますけれども、 

そういう時が全部チャンスになるということですよね。 

これはネガティブな、要するにショックだけではなくて、 

それがコロナのワクチンバブルの時の揺れであったり、 

もしくはアフターコロナの後の揺れであったりという、 

あの回復していくときにマイナスの話でだけではなく、 

こんな風に動くっていう、そのプラスの方向にも含めて、 

つまりはどっちに行っても、とにかくその揺れるということによって 

稼いでいくという方法になるので、 

しかもどちらかというと、一般によく流れてくるようなニュースで 

ということになるので、入りやすいですし、コツコツとね、 

私の取引のものというのは、かなりコツコツとやるようなタイプに 

なっていますけれども、その中でもたまに大きくドーンとくる、 

あのマイナスに出ていたものが、それをマイナス以上にボンと儲かる 

っていうような場面があって、なかなか特に、 

その月に 1 回とか数回でバンバンと儲かる人にとっては 

なかなか楽しいトレードらしくですね、 

ずーっとそれをやっていらっしゃる方多いですね。 

 

そうしながら、たまにその大きく、もっともっとバーンと儲かるのが、 

バンバンバン、と儲かるみたいな感じになって嬉しいという方が 

結構いらっしゃいますで、普通に運用していても、 

私なりにコツコツやっているにも関わらず、 

そうやって儲けるというような形になるので、 

リスクを取って積極的にやろうとすれば、 

もっともっと大きなチャンスが広がっていくという、 

そういうトレーダーにも、あのトレードのスタイルにもなりますし、 



なんといってもトレードにかける時間というのが、 

あらゆる意味で少ないので、その時間的な負担というのが 

かなり少なくて済むというのが重要ですよね。 

 

私がそのトレードに、PC の前に張り付いていたところから 

そうではなくなったというのは、やはりこういう風に、 

時間的な余裕が持てるのは、こういうトレードスタイルも 

完全に自分のものにしたからっていうことになります。 

 

ちなみにこのトレード V ガンマのトレード方法について、 

この説明をするとですね、分けて 3 つの方法というか、 

発展段階というか側面を持ってるんですね。 

大きくはですね、まずそのバンバンバンバンというので 

狙いましょうというものなんですけれども、 

ひと月に 1 回で取引をします、 

そして 2 倍です、8 倍です、16 倍ですっていうものを 

常時狙っていくという方法になりますで、 

この特徴は何と言っても、投資の金額が少額で済むということです。 

そしてリスク限定です。 

というのも、自分が最初に使ったお金以上の 

マイナスがないということがとってもいいんですよね。 

 

少額でいいし、かつ自分が最初にいくら損するかっていうのが分かった状態、 

要は最初にかけたお金以上はマイナスにならないという、 

それが大きな特徴になりますで、これは普通その投資をすると 

自分がどこまで損失が膨らむかわからないとかでも、 

それを我慢して持ってようとかっていうことになりがちになりますよね。 

 

実際どうなるかわからないものを相手にしていくだからこそ、 

値動きがあるからこそ、投資をして利益を 

残していくことができるわけですが、 

その間の不確定要素というものにもこう変えるとか、 

もしくはそれをこう対処していく知恵というか、 

そういうものを習得していかなければ、 

投資っていうのはなかなかうまくいかないわけですけれども、 

この部位の、この 1 つ目の投資の方法からするとですね、 

少額でいいということと、最初から損失額が自分はここまでよっていうのが 

決めた状態でできるというのが最大に良くて、 

そういうのが精神的にも不安定な状態に落ちるのが嫌だという方には 

とっても合っている投資方法になりますで、 

2 つ目なんですけれども、これはこの V ガンマのメインになっている 

マーケットがあるわけですけれども、 



そのメインになるマーケットプラス日経平均の動きを組み合わせて 

利益を積み上げていくという方法になりますで、 

これはあくまでも一つ目の方法を 2 倍 4 倍を 16 倍とかね、 

その 100 倍とかっていうものを狙っていくというのが 

まず根っこにあって、その根っこを持っているからこそできるという、 

そのちょっと発展系の運用になりますけれども、 

でもこれも V ガンマトレードという方法だからこそ取れる方法で、 

要はその単に日経平均の上がる下がるで 

やっていくということではなくて、 

よりこの 1 つ目の方法の根っこに持っているところから 

さらにチャンスを広げていくというような、 

ちょっと発展段階の方法になります。 

 

そしてこの 3 つ目というのは上級編なんですが、 

これはですね、あの完全に専用のツールがありますで 

この専用のツールを使って回数を上げていって、 

細かくトレードをしていく風になります。 

これは月に 1 回という風に言いましたけれども、 

この場合には、月に 1 回ではなくて、 

たくさんトレードをするんですけれども、 

このトレードの特徴というのはですね、 

利益損益、評価損益でいうところの 

0 から始まってどこまで積み上げましょうかという、 

そういう運用スタイルになります。 

ですから、どこまでのそのゼロから始まって、 

どこまで積み上げられるか、 

その回数を重ねて上に行く、下に行くという中で 

回数を重ねていって、利益を積み上げていくという 

積み上げ方になるので、この方法は上級編ではありますけれども、 

一番この安全性と安定性が高いという方法になっています。 

 

要は、この 3 つの側面を持ったものが 

V ガンマなんですけれども、つまるところですね、 

この V ガンマというのはある意味、 

この安定性安全性の部分というのと、 

積み上げていくという部分と、 

あとこうバーンと一気にお金を作りたいと思っている人という、 

そのワクワク感でバーンと作れるというのようなものなんでしょうね。 

 

爆発的なトレードの方法ですよね。 

例えば簡単に 10 倍とか 100 倍になるようなものって、 

まあ探すこと自体が大変ですし、 



100 倍になるような株っていうのは 

もう年月もかからないと難しいですし、 

短期間であった中でも、10 倍になっただけで 

大騒ぎですけれども、そういうことが実は結構簡単に起こる 

というマーケットでもあるので、 

そういうこう爆発的な部分と安定性安全性というものの 

その両方を併せ持った、そういうトレード方法になります。 

 

実際に実践している人を見ると、 

１つ目の手法だけで毎月やっているという方もいらっしゃいます。 

ですから、毎月 4 倍 8 倍ね 100 倍ぐらいたまになったらいいなと、 

思いながら目指して、それを毎月やるという方ですよね。 

この方の場合は、本当にトレードの回数というのは 

月に数回という感じになると思いますで、 

 

2 つ目に紹介したその手法については、 

その 1 つ目にさらにひねりを効かせた方法として 

チャンスを広げていくという方法になっているので、 

これもタイミングが良ければ毎月やることができるかもしれませんが、 

基本的には一つ目の方法だけで単純にやっている方が多いかな、 

というふうに思います。 

 

そして 3 つ目ですけれども、 

これはそのゼロのところからどんどん利益を積み上げていく 

という感じになりますので、 

私はこれをメインに据えてやっていますけれども、 

メインを据えてやりつつですね、 

やっぱりその一つ目の方法というのもしますし、 

そういうチャンスが来そうだなというふうに思うような時もあるので、 

そういう時にボーナスを得るようなつもりで合わせてやっていますし、 

やったその一つ目の手法を、またあのカメレオンではないんですが、 

またそれを 3 つ目の手法の中に取り込んだりという風に、 

ホッピングしながらやるということもできるので、 

とても柔軟性があるというか、 

いろいろな側面を持っているというだけではなく、 

自由にそうした行動を使いこなしていっているような 

形に仕上がってますで、この 3 つのトレードを 

やっていくにあたってですね、 

その計算式が組み込まれたツールがありますので、 

そのツールをもとに計算したものでトレードをやっていきます。 

 

逆に言うと、ツールに出てきたものを 



そのまま使ってやっていけばいいということになるわけですが、 

特徴としては、とにかく相場の上昇する下降する、 

下げるかもしれない上がるかもしれないっていうのを 

頑張って考える必要、予想する必要がないっていうことですよね。 

 

とにかく儲かる時には凄まじく儲かります。 

1 回で 100 倍になっちゃったっていう人がいましたが、 

本当にそういう時があります。 

ただ、もちろんこれが毎月あるわけではないです。 

でもまあ 1 年やっていれば、そういう機会に恵まれている時が 

1 回や 2 回訪れることがあるということなんですよね。 

 

あとは損失が限定されていますから、 

お金がなくなっちゃってどうしようもないとか、 

全部お金が取られて、 

もう動きたくても動けないっていうようなことがありません。 

 

つまり自分の中での損失の限度額というのが 

決まった状態で始まっていますし、特にこの 1 つ目の手法の場合は、 

そもそもが少額投資が特徴ですから、 

それであの自分のお家が傾くっていうようなことは 

普通の人はまずやらないと思いますし、 

チャンスは毎月ありましたから、 

100 倍になったとか 100 万円になったっていうのは 

年に 1 回あればいいかなと思えばいいと思いますけれども、 

毎日チャンスという意味では毎日チャンスがありますし、 

基本的に月に数回そういうチャンスには恵まれます。 

 

もちろんそれを取るためにはエントリーして、 

要するにマーケットに入らなければいけないわけですけれども、 

入ったらもうあとほったらかしにして、 

利食いが来たらそれで終わりということで、 

気がついたら倍になってたらね、っていうだけの話です。 

 

イベントの時にどのぐらい儲かるかというのは 

これまでにもお話ししてきましたけれども、 

例えば 2016 年のイギリスのブレグジットの時なんかは 

30 倍ぐらいにもなっていましたし、 

トランプが登場した時なんかには軽く 100 倍にもなっていましたし、 

とにかくリーマンショック級の時が来れば 

当然 1000 倍だったっていうこともありますし、 

マネーショートという映画がありましたけれども、 



まさにあのマネーショートなんていうのは 

この V ガンマで使っている市場、 

この考え方をもとに設けた人の話なんですよね。 

なのでそのショックを利用して大きく儲けるということの 

チャンスが転がっているということになります。 

 

後ですね、結果から見てエントリーができる 

後出しエントリーについてなんですが、 

これは私が意図した話ではないんですけれども、 

教えるということをメインにしているので、 

私がやってきた実績表がありますよね。 

私のやり方は基本的にはコツコツと 

やっている方をメインに据えているので、 

たまにそのボーナスでドカンと儲かるというところを 

メインにやっているわけではないんですが、 

それでも当然そのボーナスを儲けようと 

思って入ることあるわけですよね。 

でも個々の値動き値動きについては、 

要するに急激に動くのでじっと動いたりするという 

特徴を持っていますなので、 

私がやった取引量を受講生の方が見て、 

その後同じところで同じものをゲットするわけですけれども、 

その同じ物っていうのは、 

私よりも当然いいところで入れたりするわけですよ。 

 

なので情報を共有する、 

且ついい条件のものが買えるということがあって、 

それで後出しエントリーができてラッキーだったという風に 

嬉しく報告してくださる方もいらっしゃいますが、 

これは全くこれを意図しているわけではなくて、 

結果的にいうこともありますよ、という余談程度の話ですで、 

なぜこの手法を公開するかなんですけれども、 

まずですね、この市場というのは、 

市場が持っている本質を正しく理解して、 

それを利用してやっていけてる人っていうのが 

まずもって少ないということなんですよね。 

 

どんなものでもそうなんですが、 

その根っこにある部分を抑えてやるのか、 

表面的なところだけでやるのかによって 

時間が経てば経つほどたまたまラッキーに当たっちゃいました 

ということはありますよね。 



たまたまラッキーに儲けちゃいましたということはあったにしても、 

時間が経てば経つほど、長いことをやればやるほど 

それはそのたまたまラッキーというのは 

やっぱり続かないものですよね。 

 

結局のところ、その正しい方法で 

やるということが重要なので、 

このまずはこのマーケットの持っている本質の部分、 

その正しい使い方というのを 

伝えなきゃいけないというふうに思っていて、 

それが公開したいと思うところのまず一つ目の大きな理由です。 

 

2 つ目は、損失も限定ですから儲かる時には 

すごく儲かるわけですから、 

結構そのチャンスの幅というか、 

これを知ってるとすごく人生観というかね、 

マーケットに対する考え方とか、 

そのお金をマーケットから取ってきて 

資産を作っていくということにおいて 

すごく有意義な方法でもあるんですけれども、 

それが正しくないというだけではなくて、 

そういうチャンスがないと、実際のところ 

大きくお金を増やすっていうのがやっぱり難しい世の中に 

どんどん入っていってるなぁ、ということが 

もう一つの二つ目の理由なんですよね。 

 

この間出ていた首都圏東京のマンションの平均の売り出し価格が 

1 億 4000 万円だったという話がありましたで、 

1 億 4000 万円がマンション平均価格ですよ、 

1 億 4000 万円のマンションって、 

普通にサラリーマンで働いて買えますかっていう話ですよね。 

あの遺産とかたくさん持ってる人だったら 

当然買えると思いますけれども、 

単純に自分の力だけで働いて買おうと思ったら 

今サラリーマンの生涯賃金というのは 

だいたい 2 億 2000 万円から 5000 万円とかそういうものだと 

言われていますで、バブル時代の 1993 年に 

一番高い時で 3 億円を超えていたと言われていますが、 

それ以降ずっと下がってきて、2 億 5000 万円としましょう、 

でも 5000 万、生涯 30 年働いてもらえない人が 

1 億 4000 万円のマンションを買うっていうのは 

完全に無理な話ですよね。 



ということは、その自分が真面目に働くことは 

もちろん重要なことではあるんですけれども、 

それで資産を作ろうっていうことは望めない 

ということでもありますよね。 

 

でも、こういうその全く違うアプローチで 

その投資というもののやり方を知っていて、 

そして大きく儲かることができるチャンスを知ることになれば、 

自分の本業である仕事以外ですけど、 

もう一つの大きな自分の人生のポケットというか、武器というか、 

そういうものを持ったということにもなるので、 

やっぱり生き残っていける自信を持って 

明日にの明るい未来を自分の中で想像しながら 

生きていける糧になるんじゃないかなっていうことを思っていて、 

やっぱりそれが公開をするべきだ、しよう、そして教え続けようと 

思っていることの 2 つ目の大きな理由です。 

 

そして最近、あのアメリカで 

太宰治がブームだっていう話になってましたよね。 

実際アメリカの若者の中で、 

特にあの tiktok なんか同世代の人たちに 

とても人気になっているという話で、 

太宰治とアメリカ人の若者って、 

なんかとってもかけ離れてるような気がするんですが、 

とっても流行ってるらしいです。 

アメリカに流行る前は、韓国とか中国とかでも 

すごく若者に人気だったということなんですけれども、 

私もそれで太宰の本を 20 冊ぐらい 

ここのところずっと読んできたんですけれども、 

それで気づいたことは、とても太宰治が生きた時代、 

特に戦前の時代に言論統制とかどんどん強まっていく時代に頑張って、 

とにかく一生懸命本を書き続けてた人なんですけれども、 

戦後になって大きな価値の転倒があった時の 

作品の方が評価されてますよね。 

代表作と言われるものは、戦後に発表されたものではあるんですけれども、 

その戦前、一生懸命書いてたものを読むとですね、 

すごく今と時代が似てるなって思いました。 

その今と時代の雰囲気が似てるということは、 

ひょっとするとですね、今のその地政学的なリスクが 

様々なところで起きていて、 

その様々な世界の中で起きているその地殻変動なものを 

ひしひしと、本当に今日私は感じてるんですけれども、 



あの第二次世界大戦の前と後の価値の、 

こう特に日本なんかで起こった 

その価値の大転換みたいな事っていうのが、 

この先起こり得るかもしれないなっていうことも 

すごく感じるんですよね。 

そうすると自分がその寄って立つところが 

全く違うところに行ってしまう可能性というのがあって、 

その時にどうやったら人は生き残れるんだろうっていう風に 

やっぱり考えるんですよね。 

 

そうするとその自分でマーケットから 

お金を持ってくる力というものがついていれば、 

マーケットはなくならないので、 

特にこの V ガンマの市場もなくなりませんし、 

今どちらかというと発展していく方向に今あるので、 

その方法を知っているということによってですね、 

自分の取り巻く環境がもう考えられないような 

大変換が起こったとしても、 

結局それを、チャンスを大きな自分のメリットであったり 

利益であったり、資産であったりというものに 

変えていくことができるっていう事でもありますよね、 

なので、やっぱりこの方法を伝えなきゃっていうことを 

すごく思っていて、公開をなんでするのと言ったら、 

もうまさにこれが公開をしようという動機付けになっています。 

 

都度のつまりですね、ちゃんとしたトレード方法を知っていれば 

トレードの概念が変わると思いますし、 

一つ上のステージのトレードができる、 

稼ぎ方ができるっていう事になります。 

 

 

次回の動画では V ガンマトレードの 

実践映像をお届けしたいと思います。 

 

V ガンマツールを実際に使っている場面を公開します。 

23 分で利益を稼げるってこういうことなのね、 

っていうのがわかると思いますので、 

楽しみにしていてください。 

 

そしてコメント特典もあります。 

ぜひ下のフォームの方にコメントを入れてください。 

 



今日のトレードから役に立つ 

特典のプレゼントをご用意しております。 

 

あと大切なことですが、 

迷惑メールフォルダーに入らないように気をつけてください。 

 

入ってしまったという方の声をよく聞くんですよね。 

最近メールサーバーというか、そういうところも 

厳しくなっているということもあると思いますが、 

入らないように、迷惑メールフォルダのチェックをして、 

そっちに行っちゃってないか、 

どうか気をつけてみるようにしてください。 

 

そして今後も LINE の読者の方限定で最新情報、 

そしてこの動画では言えなかった内容もお伝えしたいと思いますので、 

ぜひご登録ください。 

 

 

今回は動画をご覧いただきましてありがとうございました。 


